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論 文 内 容 の 要 旨 

 

ニットは伸縮性や保温性に優れ、下着から外衣へと幅広く使用されており、被服において

欠かすことのできない主要な素材となっている。本論文は、ニットウェアの新しい製作方法

である無縫製ニットウェアの技術が新しい付加価値を持つニットデザインを可能にするもの

として注目した。種々の編成組織およびアームホール部分の形状をもつ無縫製ニットウェア

の力学的性能、KES-FB 評価システムによる風合いの客観的評価、および実際の着用による

着衣評価と視覚的評価を行って検証し、今後の高付加価値ニットウェアのデザイン開発にお

ける要点について検討した。 
 

第 1 章「序論」では、現在のニット産業の実状と問題点を述べ、ニットウェアにおけるこ

れまでの技術革新について示した。さらに、従来のニットウェアと差別化されている新しい

ニット技術開発の必然性について示し、無縫製ニットウェアに着目するに至った経緯ならび

に本研究の目的と意義を述べた。 
 

第 2 章「ニットの理論」では、ニット産業の起源から長年にわたり開発された無縫製ニッ

ト技術におけるニットの歴史やホールガーメントの発想の原点について述べた。 
そして、コンピュータ編機によるニットウェアの生産方式を分類し、その特徴について示し

た。次に、生産方式により分類された縫製型ニットウェアと無縫製型ニットウェアの製作工

程を比較して示した。最後に、本論文で注目した無縫製ニットウェアの特徴や製品製作にお

ける編成の流れ、およびアームホール接続部となるマチ編成の原理と種類、そして今までの

先行研究について述べた。 
 

第 3 章「試料の製作およびその諸元」では、無縫製ニットウェアの力学的性能や特徴を明

らかにするために、実験試料として用いる無縫製ニットウェアと縫製ニットウェアのそれぞ

れの編成および制作条件(編成組織、アームホールタイプ)について示した。ならびに、衣服の
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重さ、厚さ、および密度は、実際に着た時の着心地と大きく関係することから条件ごとに得

られた実験試料の諸元について調べ、比較・検討した結果、本研究で用いた無縫製ニットウ

ェアと縫製ニットウェアは編成組織によって重さ、厚さ、密度がそれぞれ異なることがわか

った。しかし、縫製型の試料は縫製に必要な縫い代が含まれているが、一着分の試料の重さ

には大きく影響していないことがわかった。このことから、ファインゲージである 12G のシ

ンプルなニット製品の場合、縫い代の有無による重量の差はそれほど大きくないと言える。 
 
第 4 章「無縫製ニットウェアの力学的性能」では、ニット製品において特に摩擦や引っ張

りにより糸切れや損傷が発生しやすいアームホールの接続部に注目した。まず、無縫製ニッ

トウェアのアームホール接続部の力学的性能を調べるため、編成組織とマチタイプの条件が

異なる 9 種のニット試料に対して切断までの引っ張り強伸度と繰り返し伸長の変形を加えて

伸長変化を検討した。その結果、無縫製ニットウェアのアームホール接続部の引っ張り強伸

度に対して、編成組織やマチタイプによる伏せ目(Bind off)の編成方法が影響していることを

明らかにし、身頃と袖の両方に伏せ目する両マチは外力に強く、丈夫で、伸びも良い編成方

法であることがわかった。 
アームホール接続部の繰り返し残留伸長率は、編成方法よりも糸の特性により影響されや

すいことを示し、3 編成組織のなかでパール編はウェール方向に非常に伸びが良い編成組織

であるが、それに対する回復性は良くないことがわかった。 
 

第 5 章「無縫製型と縫製型ニットウェアの力学的性能の比較」では、生産方式が異なる無

縫製型ニットウェアと縫製型ニットウェアのアームホール接続部の編成組織やアームホール

タイプによる力学的性能の違いを検討した。 
編成組織とマチのタイプを変化させた無縫製ニットウェア 9 種と編成組織を変えた縫製ニ

ットウェア 3 種の試料の引っ張り強伸度と残留伸長率を測定し、比較・分析した。その結果、

無縫製ニットウェアのアームホール接続部の強度や伸度は小さくなく、マチのタイプによっ

ては縫製型より丈夫な場合もあることがわかり、縫製型と無縫製型ニットウェアの力学的性

能の差を材料学的基礎データから明らかにした。 
そして、無縫製型と縫製型の引っ張り強伸度試験を行うと、切断が起きる部位が異なるこ

とが観察された。無縫製型の試料はアームホール接続部(マチ)の編成糸が最初に切断され、一

方、縫製型の試料は袖下縫い目部分の縫い糸が最初に切断された。このようにアームホール

接続部や袖下部分の耐久性は、生産方式とマチのタイプが異なることによって、外部の力に

弱くなるところが違うことがわかった。これらのことから、無縫製ニットウェアにおいては、

着用した時にアームホール接続部が破損しないように、より強度を高める工夫をする必要が

あると考える。 
 

第 6 章「KES-FB システムによるニット地の基本力学特性」では、これまでの無縫製ニッ

トウェアの実験において、そのニット地自体の力学特性から風合いを客観的に評価すること

に注目し、KES-FB 評価システムを用いて力学特性を測定し、それから求めた風合い評価値

に及ぼす編成組織の違いについて検討した。 
その結果、同じ素材(ウール 100%)と編機(12G の横編機)を使用しても、3 編成組織の違い

によって風合いが変化することが客観的な基本力学特性から明らかとなり、編成組織という
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大きな要因が影響することがわかった。したがって、本研究で用いた無縫製ニットウェアは

それぞれ異なる風合いの試料であることが明らかになった。 
 
第 7 章「無縫製ニットウェアに対する感性評価Ⅰ」では、無縫製ニットウェアの編成条件

の違い(2 色，3 編成組織，3 マチ)について日本の 20 代前半の女性を被験者として SD 法によ

る着衣評価と視覚評価の 2 方法の感性評価を行い検討した。 
無縫製ニットウェアの着衣評価では、各動作に対し動きやすく着用感が良いことが示され

た。着衣評価に影響する因子としてはマチのタイプ、即ちアームホール接続部のゆとり量よ

りも編成組織の種類が大きく影響することが明らかになった。これは、被験者の年齢が 20 代

と若く、二の腕部分の弛みがない体型であることが関係していると考えられる。 
無縫製ニットウェアの視覚評価では、編成組織の種類(平編、ゴム編、パール編)によって視

覚的イメージ評価の差は大きく、色やマチのタイプの違いによる視覚的イメージ評価の差は

ほとんど見られず、視覚的にそれほど大きく影響していないことがわかった。パール編と平

編の印象差は小さく、ゴム編がそれとは異なる印象を示した。なお、ゴム編の場合は、着衣

評価で一番着用感がよく動きやすいと評価され、また、視覚評価に対しても比較的好印象な

編成組織であることが示された。 
 

第 8 章「無縫製ニットウェアに対する感性評価Ⅱ」では、編成条件が異なる(2 色，3 編成

組織，3 マチ)について日本学生と韓国学生を被験者として SD 法による着衣評価と視覚評価

の 2 方法の感性評価を行い比較・検討した。 
無縫製ニットウェアの着衣評価では、評価項目の 9 動作を一つの動作として捉え、その評

価値を入力データとして、t－検定を行ったところ、両国ともに動きやすく着用感が良いこと

が示された。しかし、3 編成組織において両国間の差が認められ、編成組織の影響を強く受

けていることがわかった。この結果から、本研究の着衣評価においてはニットウェアの伸び、

または伸びの方向、重量感、肌触りなどに影響されているのではないかと思われる。また、

同じ 20 代であっても国によってファッションの好みや体型の差があることが関係している

と考えられる。 
次に、無縫製ニットウェアの視覚評価では、日韓学生を一括の消費者として捉え、その評

価値を入力データとし、因子分析の方法にはバリマックス(Varimax)回転を用いて行った。そ

の結果、【デザイン性】、【質感】、【身綺麗さ】、【洗練さ】、【派手さ】の因子に解釈した。また、

抽出された因子に対して t－検定を行った結果、【質感】因子では日韓学生の差はほとんど見

られなく、【洗練さ】因子では他の因子に比べ日韓の差が見えており、日韓学生の好き嫌いの

嗜好性がグローバル化しているとはいえ日韓学生の文化の特性にその差の原因があると考え

る。日本の学生は、色や編成組織には関係なくカジュアルなイメージとして捉えて、特に白

い試料の場合、すべて女性的なイメージであると評価していることが示された。これは、本

研究の試料に用いた無縫製ニットウェアはシンプルで体に自然にフィットするシルエットで

あったことが影響していると考えられる。3 編成組織の中では、特にゴム編が好印象である

ことが示された。韓国の学生は、色や編成組織には関係なくフォーマルなイメージとして捉

えて、日本の学生と異なる傾向であった。また、日本と比較して 3 編成組織の中では、パー

ル編が好印象であることが示された。 
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本研究により、編成条件が異なる無縫製ニットウェアの力学的性能とともに、着用した場

合の着用感による動作適合性と視覚的イメージに関する特性をまとめることができた。また、

高付加価値で新しいニットデザインの開発における注意点について、以下のように整理し、

提示する。 
(1) 無縫製ニットウェアと従来のニットウェアには、異なる特徴があるため、企画の段階で

その有効性を検討することが好ましい。 
(2) 無縫製ニットウェアのアームホール接続部(マチ)の強度を増加させ、より丈夫な製品づ

くりが現実化できるように、いろいろな工夫が要求される。 
(3) 無縫製ニットウェアのアームホール接続部に対する編成方法の違いは、若い女性の消費

者にとってそれほど気にする部分ではない。  
(4) 無縫製ニットウェアはより高い感性表現のために、新しい編成組織の開発や従来編成組

織との組み合わせなどの工夫が必要である。 
 
 
 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 

本論文は全９章から成る。 
 

第１章「序論」では、現在のニット産業の実状と問題点を述べ、ニットウェアにおけるこ

れまでの技術革新について示し、従来のニットウェアと差別化が求められる新しいニット技

術開発の必然性および無縫製ニットウェアに着目するに至った経緯、ならびに本研究の目的

と意義を述べている。 
 

第２章「ニットの理論」では、ニット産業の起源から無縫製ニット技術に至るニットの歴

史、およびホールガーメントの発想の原点について述べ、コンピュータ編機によるニットウ

ェアの生産方式の分類と特徴、縫製型ニットウェアと無縫製型ニットウェアの製作工程を比

較し、本論文で注目した無縫製ニットウェアのアームホール接続部となるマチ編成の原理と

種類、そして関係する先行研究について述べている。 
 

第３章「試料の製作およびその諸元」では、無縫製ニットウェアの力学的特性と特徴を明

らかにするため、実験試料として編成条件(編成組織、アームホールタイプ)の異なる無縫製ニ

ットウェアと縫製ニットウェアを作製し、その諸元（重さ、厚さ、密度）について調べ、無

縫製型と縫製型ニットウェアを比較した結果、縫製型の試料で必要な縫い代の部分は、一着

分の重さには大きく影響しないことを述べている。 
 

第４章「無縫製ニットウェアの力学的性能」では、ニット製品において摩擦や引張りによ

り糸切れによる損傷が発生しやすいアームホールの接続部に注目し、無縫製ニットウェアに

ついて編成組織とマチタイプが異なる 9 種のニット試料を用いて力学的性能を測定し比較し

た結果、切断までの引っ張り強伸度は編成組織やマチタイプによる伏せ目の編成方法が影響

し、身頃と袖の両方に伏せ目をする両マチは外力に強い編成方法であり、繰り返し残留伸長
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率は編成方法よりも糸の特性が影響し、３編成組織を比較するとパール編は伸びが良い編成

組織であるが、それに対する回復性は良くないことを明らかにしている。 
 

第５章「無縫製型と縫製型ニットウェアの力学的性能の比較」では、無縫製型と縫製型ニ

ットウェアのアームホール接続部の力学的特性の違いを明らかにするため、編成組織とマチ

のタイプを変えた試料の引っ張り強伸度と残留伸長率を測定して比較検討し、無縫製ニット

ウェアはアームホール接続部のマチのタイプによって縫製型より丈夫になる場合はあるが、

外力によって切断する部位が縫製型とは異なり、無縫製ニットウェアは着用した時にアーム

ホール接続部が破損しないように、強度を高める工夫をする必要があると述べている。 
 

第６章「KES-FB システムによるニット地の基本力学特性」では、無縫製ニットウェアの

風合いを KES-FB 評価システムを用いて基本力学特性を測定し、客観的に評価した。その結

果、同じ素材(ウール 100%)と編機(12G の横編機)を使用しても、編成組織の違いによって風

合いが変化することが基本力学特性から明らかとなり、編成組織が大きく影響すると述べて

いる。 
 

第７章「無縫製ニットウェアに対する感性評価Ⅰ」では、編成条件が異なる(2 色，3 編成

組織，3 マチ)無縫製ニットウェアに対する消費者の感性評価を明らかにするため、日本の 20
代前半の女性を被験者として SD 法による着衣評価と視覚評価を行って検討し、着衣評価に

影響する因子としてはマチのタイプ、即ちアームホール接続部のゆとり量よりも編成組織の

種類が大きく影響することが明らかになった。また、視覚評価では、編成組織の種類(平編、

ゴム編、パール編)によって視覚的イメージ評価の差は大きいことを述べている。 
 

第８章「無縫製ニットウェアに対する感性評価Ⅱ」では、第 7 章の感性評価を韓国の同年

代女性に対して同様の方法で調査し、日韓比較をしている。その結果、両国間では編成組織

に対して差が認められ、編成組織の影響を強く受け、無縫製ニットウェアは動きやすく着用

感が良いことが示された。また、視覚評価では因子分析を行い、日本の学生は、色や編成組

織に関係なくカジュアルなイメージとして捉えて、韓国の学生は、色や編成組織に関係なく

フォーマルなイメージとして捉えて、日本の学生と異なる傾向であった。また、日本に比べ

て３編成組織の中で、パール編が好印象であることが示された。 
 

第９章「結論」では第 3 章から第 8 章で得られた結果を総括し、無縫製ニットウェア技術

による製品開発における要点と解決すべき課題を整理し、提示している。 
 

これを要するに、本論文は無縫製ニットウェアの力学的性能を明らかにし、着用した場合

の着用感による動作適合性と視覚的イメージに関する特徴を感性評価から検討し明らかにし

ようとした研究であり、無縫製ニットウェア技術による高付加価値で新しいニットデザイン

の開発について新しい知見を加えたものであり、被服環境学上貢献するところが大きい。よ

って本論文は博士（被服環境学）の学位論文として価値あるものと認められる。 


